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令和４年（2022 年）１月 30 日

具
体
的
な
成
果
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
当
該
協
議

会
等
と
の
連
携
も
図
り
つ
つ
検

討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世

帯
や
高
齢
者
単
身
世
帯
が
多
く

今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
。
言
う

な
れ
ば
空
き
家
予
備
軍
と
言
え

る
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

基
礎
自
治
体
だ
け
で
解

決
で
き
る
課
題
で
は
な
い
が
、

様
々
な
政
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

地
籍
調
査
の
実
施
に
当

た
り
土
地
所
有
者
の
所
在
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
土
地
に
つ
い

て
は
所
有
者
を
探
索
す
る
こ
と

と
な
る
。
本
市
で
は
平
成
22
年

か
ら
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
地

籍
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

一
筆
ご
と
の
調
査
に
先
行
し

て
、
公
道
と
民
地
の
境
界
等
を

決
め
る
官
民
境
界
等
先
行
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
15
地

区
の
調
査
が
終
了
し
、
令
和
３

年
度
は
上
連
雀
六
丁
目
と
上
連

雀
七
丁
目
の
一
部
の
３
地
区
の

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
市
内

の
土
地
は
権
利
関
係
が
複
雑
で

あ
り
、
１
地
区
当
た
り
の
筆
数

が
多
い
た
め
、
調
査
に
長
期
間

を
要
す
る
こ
と
等
が
課
題
だ
。

議
員　

本
市
の
地
籍
調
査
進
捗

率
に
は
遅
れ
が
見
ら
れ
る
が
、

遅
れ
の
理
由
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

国
及
び
都
に
対
し
て
毎
年
補
助

金
の
要
望
を
し
て
い
る
が
、
近

年
、
補
助
額
の
割
り
当
て
が
減

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
調
査
範
囲

を
小
さ
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
は
国
の
動
向

な
ど
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
補
助
金
の
確
保
に
努

め
、
事
業
を
推
進
し
た
い
。

し
て
お
け
ば
、
草
木
が
伸
び
、

害
虫
が
発
生
し
、
建
物
の
崩
壊

が
始
ま
り
、
近
所
へ
迷
惑
が
か

る
。
空
き
家
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
住
宅
建
設
時
に
一
定
の
配

慮
や
抑
制
な
ど
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長
　

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
特
別
用

途
地
区
や
敷
地
面
積
の
最
低
限

度
な
ど
、
都
市
計
画
制
度
の
活

用
や
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基

づ
く
環
境
配
慮
制
度
等
に
よ

り
、
良
好
な
住
環
境
の
保
全
に

努
め
て
お
り
、
今
後
は
住
宅
建

設
の
動
向
や
将
来
予
測
、
空
き

家
の
状
況
等
を
確
認
し
つ
つ
、

建
設
時
に
お
け
る
対
応
等
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

議
員　

各
地
で
空
き
家
の
有
効

活
用
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
が
現

状
だ
。
本
市
の
空
き
家
の
利
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み
と
成
果

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長
　

所
有
者
と
の
合
意
形
成
等
の
問

題
が
あ
る
た
め
、
東
京
都
空
き

家
等
対
策
連
絡
協
議
会
を
活
用

し
て
、
他
自
治
体
等
と
の
意
見

交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
利
活

用
に
向
け
た
手
法
等
の
在
り
方

の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

に
、
意
見
を
踏
ま
え
た
政
策
提

案
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
目
指
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
災
害
時
医

療
に
つ
い
て

し
た
意
見
、
要
望
を
ど
の
よ
う

に
取
り
上
げ
て
い
く
の
か
。

第
二
副
市
長　

協
議
会
の
活
動

を
通
じ
て
町
会
・
自
治
会
等
の

意
見
等
を
取
り
上
げ
る
と
と
も

が
ら
事
業
を
進
め
た
い
。

議
員　

地
域
住
民
や
団
体
に
身

近
な
地
区
公
会
堂
へ
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

取
り
組
む
べ
き
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
整
備
に
向
け

て
は
各
施
設
の
防
災
上
の
位
置

付
け
や
費
用
対
効
果
の
視
点
も 

踏
ま
え
、
準
備
、
整
備
を
進
め
て

い
く
方
向
で
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

地
区
公
会
堂
等
は
、
高

齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
身
近
な

地
域
の
拠
点
と
し
て
重
要
度
が

増
し
て
く
る
と
考
え
る
。
設
置

場
所
、
適
正
な
数
の
在
り
方
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

新
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

（
仮
称
）
の
策
定
を
進
め
る
中

で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

市
民
参
加
で
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
活
動
拠
点
に
お
い

て
、
多
く
の
市
民
の
意
見
、
町

会
・
自
治
会
等
の
地
域
に
根
差

議
員　

防
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
は
、

こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
協
議

や
取
り
組
み
を
し
て
、
役
割
な

ど
に
一
定
の
方
向
性
は
定
ま
っ

て
き
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　

設
立
準
備
会
を
令
和
３

年
９
月
に
立
ち
上
げ
た
。
防
災

Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
し
て
地
域
で
活
動
し
て

い
る
団
体
を
つ
な
い
で
い
く
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
介
護

予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
に

つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
サ
テ
ラ
イ
ト
で
地
区
公
会
堂

等
に
集
ま
っ
て
取
り
組
む
こ
と

も
可
能
と
考
え
る
。
運
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
加

え
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

対
面
で
の
交

流
を
希
望
す
る
人
へ
の
配
慮
も

行
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
を
把
握
し
な

（
６
面
へ
続
く
）

適
切
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
の

で
は
な
く
、
義
務
教
育
の
中
で

選
挙
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
。

児
童
・
生
徒
へ
の
投
票
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　

社
会
科
で
選
挙
の
学

習
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒

会
役
員
を
投
票
で
決
め
た
り
、

実
際
の
投
票
箱
等
を
借
り
て
模

擬
投
票
を
す
る
学
校
も
あ
る
。

今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
主
権
者

教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
。

議
員　

私
た
ち
一
人
一
人
が
選

挙
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
で
、

選
挙
は
も
っ
と
身
近
に
な
る
。

投
票
率
向
上
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

18

歳
の
投
票
率
は
比
較
的
高
い

が
、
20
代
、
30
代
は
低
い
の
で
、

今
後
は
、
こ
の
世
代
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

教
員
は
政
治
的
中
立
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
政

治
を
教
え
る
障
害
に
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
指
導
方
法
が
書

か
れ
た
冊
子
等
を
使
う
な
ど
、

教
員
が
教
え
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
研
究
す
る
べ
き
だ
。

教
育
長　

当
該
冊
子
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
主
権
者
教
育
を

す
る
た
め
の
考
え
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

日
本
は
令
和
３
年
に
超

超
高
齢
社
会
と
な
り
、
土
地
所

有
意
識
の
希
薄
化
が
進
ん
だ
。

所
有
者
不
明
土
地
は
、
管
理
の

放
置
に
よ
る
環
境
悪
化
や
災
害

復
旧
・
復
興
事
業
等
の
際
に
、

所
有
者
の
探
索
に
多
大
な
時
間

と
費
用
を
要
す
る
な
ど
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
所
有
者

不
明
土
地
の
発
生
防
止
や
問
題

解
決
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
当
た
り
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
所
有

者
不
明
土
地
の
状
況
を
伺
う
。

市
長　

固
定
資
産
税
を
課
税
す

る
に
当
た
り
送
付
し
て
い
る
納

税
通
知
書
の
返
戻
数
等
か
ら
把

握
し
て
い
る
件
数
等
で
、
昨
年

度
の
当
初
課
税
分
の
う
ち
直
接

送
付
が
で
き
な
か
っ
た
土
地
に

係
る
件
数
は
11
件
、
対
象
と
な

る
土
地
の
筆
数
は
12
筆
、
面
積

は
全
体
で
約
１
千
200
平
方
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

所
有
者
不
明
土
地
が
増

え
る
こ
と
に
伴
う
、
税
収
面
へ

の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長　

固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
の
送
付
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
分
は
減

収
と
な
る
。
今
後
、
相
続
人
の

調
査
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
各
部
等
と
連
携
し
な
が
ら

税
収
減
に
対
応
し
て
い
く
。

議
員　

日
本
で
は
、
戸
籍
、
住

民
票
、
不
動
産
登
記
等
、
目
的

別
に
各
種
台
帳
が
作
成
さ
れ
、

自
治
体
所
有
の
住
民
票
や
戸
籍

簿
等
と
、
登
記
所
所
有
の
登
記

簿
等
で
内
容
が
異
な
る
も
の
も

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
連
携
、
調

整
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
部
長　

所
有
者
不
明
土
地

の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
成
立
に
伴
い
、

市
町
村
長
と
登
記
所
の
間
で
や

り
取
り
が
一
定
程
度
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
法
令
の
規

定
に
よ
り
、
一
定
の
調
整
や
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

所
有
者
不
明
土
地
の
解

消
に
向
け
た
民
事
基
本
法
制
の

見
直
し
が
あ
っ
た
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

所
有
者
不
明
土
地
の
発

生
の
予
防
と
し
て
、
相
続
登
記

や
住
所
変
更
登
記
が
義
務
化
に

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
広
報
、

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
等
の
機
会
を

捉
え
て
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

や
周
知
等
を
行
い
た
い
。

議
員　

少
子
超
高
齢
社
会
や
核

家
族
化
で
、
空
き
家
等
が
増
え

て
い
る
。
本
市
の
空
き
家
の
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

平
成
24
年
度
と
同
29
年

度
に
空
き
家
等
実
態
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
現
段
階
で
も
増
加
が
推
測

さ
れ
る
。
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
適
切
な
管
理
方
法
等
の
情
報

提
供
、
相
続
を
受
け
る
子
世
帯

へ
の
啓
発
等
が
課
題
だ
。

議
員　

空
き
家
を
長
期
間
放
置

議
員　

都
は
、
水
道
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
を
活
用
し
、
使
用
水
量

の
変
化
を
基
に
異
変
等
を
発
見

す
る
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
に
お

け
る
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
の

設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
市
で
は
大
口
径
メ
ー

タ
の
事
業
者
等
が
該
当
で
あ

り
、
順
次
交
換
予
定
と
の
こ
と

だ
。
都
水
道
局
の
当
該
安
否
確

認
は
試
行
実
施
の
段
階
の
た

め
、
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

議
員　

通
信
機
能
が
内
蔵
さ

れ
、
電
球
の
点
灯
情
報
が
家
族

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
送
ら

れ
る
見
守
り
電
球
は
有
効
と
考

え
る
。
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

他
自
治
体
の
事
例
や
民

間
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
見
守
り
の
方
法

に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
す
る
。

議
員　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

寿
命
が
来
る
と
火
災
を
感
知
で

き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
高
齢
者

世
帯
等
に
交
換
の
周
知
が
必
要

だ
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長　

広
報
み

た
か
で
の
周
知
や
防
災
出
前
講

座
等
の
際
に
啓
発
し
て
い
る
。

今
後
も
三
鷹
消
防
署
と
連
携
を

図
り
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証
を
紛
失
し

た
人
が
い
る
と
聞
く
。
接
種
済

証
の
保
管
や
様
々
な
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
記
録
、
健
康
管
理
に
も

使
え
る
ワ
ク
チ
ン
手
帳
が
有
効

だ
。
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
特
任
部
長　

接
種
済
証

を
コ
ピ
ー
等
し
て
い
れ
ば
記
録

は
確
認
で
き
る
の
で
、
市
独
自

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

本
市
の
窓
口
に
は
、
声

が
聞
き
づ
ら
い
と
い
う
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
機
器
「
コ
ミ

ュ
ー
ン
」
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
市
政
窓
口
な
ど
設
置
場
所

の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長　

後
方
で
待
っ
て
い

る
人
に
も
声
が
届
い
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
導
入
を
見
送
っ

た
。
今
後
機
器
の
改
善
等
が
あ

れ
ば
検
証
し
検
討
し
た
い
。

議
員　

声
が
聞
こ
え
に
く
い
人

等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
、
対
話
支
援
方
法
の
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
習
を
市
職
員
に
対
し
開

催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

こ
れ
ま
で
の

研
修
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ

ル
に
関
す
る
知
識
や
対
応
方
法

等
の
内
容
を
加
え
る
な
ど
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
市
で
は
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
に
向

け
て
人
権
基
本
条
例
（
仮
称
）

の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
始
め

地籍調査のポスター

市
民
参
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

市
民
参
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
を

ま
ち
づ
く
り
推
進
を

令
和
山
桜
会

後
藤
　
貴
光
　
議
員

超
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
土
地
等
の

超
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
土
地
等
の

課
題
解
決
に
取
り
組
め

課
題
解
決
に
取
り
組
め

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

石
井
　
良
司
　
議
員

多
様
な
性
を
尊
重
す
る
社
会
の

多
様
な
性
を
尊
重
す
る
社
会
の

構
築
に
努
め
よ

構
築
に
努
め
よ

公
明
党

大
倉
あ
き
子
　
議
員

市
民
が
安
心
し
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

市
民
が
安
心
し
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

取
り
組
み
の
推
進
を

取
り
組
み
の
推
進
を

公
明
党

赤
松
　
大
一
　
議
員


